
第1回中四国糖尿病療養指導スキルアップセミナー プログラム一覧
テーマ：待ったなし！地域で支える高齢糖尿病医療

セッション名 テーマ
ｾｯｼｮﾝ

時間
時刻 演題名

講演

時間
役割 氏名 所属 職種 役職

挨拶 挨拶 5分 9:00～9:05 開会挨拶 - 松岡　孝 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院 糖尿病内科 医師 主任部長

挨拶 挨拶 10分 9:05～9:15 岡山県における療養指導活動　～CDEJと糖尿病サポーター～ - 四方　賢一 日本糖尿病学会中国四国支部岡山幹事 医師 教授

座長 四方　賢一 岡山大学病院新医療研究開発センター/糖尿病センター 医師 教授

座長 吉沢　祐子 心臓病センター榊原病院 保健師 保健師看護師長

看護と介護連携 30分 演者 稲垣　美智子 金沢大学医薬保健研究域保健学系　看護科学領域 看護師 教授

在宅における看護と介護の連携 30分 演者 江田　純子 岡山県訪問看護ステーション連絡協議会 看護師 会長

座長 宮下　雄博 岡山赤十字病院　総合内科 医師
副院長/

健診部長

糖尿病は甘くない！ ～超高齢社会における高齢糖尿病患者の特徴と管理～ 20分 演者 肥田　和之 国立病院機構岡山医療センター　糖尿病・代謝内科 医師 医長

高齢者糖尿病の治療～フレイルと認知機能低下防止を目指した糖尿病治療～ 20分 演者 中塔　辰明 岡山済生会総合病院　糖尿病センター 医師
センター長/

診療部長

座長 福田　哲也 心臓病センター榊原病院　糖尿病内科 医師 内科部長

座長 大橋　睦子 岡山大学病院　看護部 看護師

認知症をもつ糖尿病患者への療養指導 20分 演者 横谷　弘子 心臓病センター榊原病院 看護師

高齢糖尿病腎症患者の看護 10分 演者 戎谷　典子 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院　看護部 看護師

心疾患と糖尿病と付き合う療養を迷っている人の支援 10分 演者 吉沢　祐子 心臓病センター榊原病院 看護師 保健師看護師長

誤嚥防止と尿路感染症 10分 演者 宮村　純子 岡山大学病院　感染制御部　感染管理認定看護師 看護師

視力障害のある患者への支援 10分 演者 井上　祐子 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院　看護部 看護師

座長 和田　淳 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　腎・免疫・内分泌代謝内科学 医師 教授

GLP-1RA ～EvidenceとPractice～ 50分 演者 坂口　一彦 神戸大学大学院医学研究科 糖尿病・内分泌・総合内科学分野 総合内科学部門 医師 准教授

座長 亀井　信二 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院 糖尿病内科 医師 部長

座長 藤原　恭子 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院　糖尿病看護認定看護師 看護師

高齢者糖尿病の足病変・フットケア 10分 演者 金田　伊史 倉敷成人病センター　内科 医師 部長

検査をフットケアにつなぐ　～神経障害・下肢血流に関する検査～ 10分 演者 中川　裕美 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷リバーサイド病院　臨床検査室
臨床検査技

師
主任技師

糖尿病患者さんの足をチームで守る関わり～フットケア外来の症例を通して～ 演者 小堀　他津子 心臓病センター榊原病院 看護師

糖尿病患者さんの足をチームで守る関わり～フットケア外来の症例を通して～ 演者 池田　陽子 心臓病センター榊原病院 保健師

座長 松木　道裕 倉敷スイートホスピタル 医師 院長

座長 笹邊　順子 倉敷成人病センター 看護師

病院薬剤師の立場から 10分 演者 武知　和子 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院 薬剤師

高齢糖尿病患者に寄り添った食事指導を目指して 10分 演者 井上　有希子 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院 管理栄養士

高齢者糖尿病患者の看護から在宅・介護へ　～理想と現実～

これだけは実践してほしい具体的ゴール
10分 演者 浦谷　明宏 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院 理学療法士

高齢糖尿病患者さんの入院から外来・地域へ繋げる支援 10分 演者 豊田　里美 岡山赤十字病院　（4階南病棟 糖尿病看護認定看護師） 看護師

患者さんの"暮らし"に合った療養支援とは 10分 演者 水ノ上　かおり 笠岡第一病院 看護師 看護師

高齢慢性疾患患者の在宅フットケア実践―訪問看護の関わり― 10分 演者 樋口　妙子 倉敷中央訪問看護ステーション 看護師

挨拶 挨拶 10分 16:25～16:30 挨拶 - 松岡　孝 (公財)大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院 糖尿病内科 医師 主任部長

50分

パネルディスカッション

高齢糖尿病患者の看

護から在宅・介護へ

～理想と現実～

85分

講演60分

+

討論25分

15:00～16:25

ランチョンセミナー 50分 12:40～13:30

スキルアップセッション 高齢者のフットケア 70分 13:40～14:50

教育講演 高齢糖尿病医療 40分 10:15～10:55

シンポジウム
高齢糖尿病合併症の

管理と対策

80分

講演60分

+

討論20分

11:05～12:25

基調講演 看護と介護連携 60分 9:15～10:15


